
「県公式LINE」登録はこちらから

命をつなぐ情報を、あなたのスマホに。

県公式LINEからは大雨警報
や土砂災害警戒情報といっ
た防災情報だけではなく、
県からのお知らせや電子申
請、施設の予約など便利な
サービスを利用することがで
きます。簡単にシェアもでき
るのでご家族やご友人にも
ご紹介ください。
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「県公式LINE」で防災情報をキャッチしよう！
今年1月に発生し、現地に大きな被害を与えた能登半島地震。

わが国では豪雨による洪水や土砂災害などの自然災害も頻発・激甚化しており、

徳島においても防災・減災へのさらなる意識向上が求められています。

このような中、県では県民目線に立った防災情報を適宜・適切に届けるため、

スマホアプリを活用した「徳島県公式LINE（ライン）」の普及・強化を進めています。

現在登録者約４万人。徳島県人口約 69万人。

まだまだ　　　　　 しか届いていません。

※福山市では16/46と、3人に１人が登録しています。

いつ起こるか分からない地震、台風、大雨などの最新情報を受け取り、

自身やご家族の迅速な行動につなげることで大切な命を守ってください。

徳島県の皆様に届けたい。ぜひ、身近な人にも登録の呼びかけをお願いします。



  

お知らせ えだまめの冷製スープ

●県では、こどもにとって安全・安心で、地域の大人と
継続的に交流ができる居場所として、こども食堂をは
じめとした「こどもの居場所」づくりを推進しています。
●ぜひ、お住まいの地域の「こどもの居場所」に足を運
んでみてください。［問］徳島県社会福祉協議会 徳島県福祉人材センター

☎088-625-2040 F088-656-1173 ［問］県青少年・こども家庭課
☎088-621-2176  F088-621-2843

●介護助手とは
無資格・未経験・短時間で参加でき、清掃・話し相手な
どの介護周辺業務を担うお仕事です。
※過去7年間で338名の介護助手が活躍しています。
●募集期間：７月〜１１月末まで

シニアの方を対象に
「介護助手」として

地域社会に貢献して
いただく事業を
実施します。

● レシピ提供／県とくしまブランド推進課

●	作り方　①えだまめは、たっぷりの塩水（分量外）で8分ほどゆで、さや
を取る。仕上げ用に何粒か別に分けておく。

②	中火で熱した鍋にサラダ油をひき、みじん切りした玉ねぎをしんなり
	 するまで炒め、①を加えてさっと炒める。牛乳を加え、煮立つ直前に
	 なったら火を止め、塩、黒こしょうで味を整える。
③	粗熱が取れたらミキサーでなめらかになるまで攪拌、冷蔵庫で冷やす。
④	器に盛り、仕上げ用のえだまめをのせて、完成!
●	材 料［4人分］  ⃝えだまめ（さやつき）200g ⃝玉ねぎ 1/2個 
　⃝牛乳400mL ⃝サラダ油  大さじ1  ⃝塩、黒こしょう  適量

 元気なシニアの皆さん！
「介護助手」として活躍しませんか？

「こどもの居場所」が
 増えています！

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら徳島県社会福祉協議会 検 索  

レシピは
こちら

吉野川下流域は西日本有数のえだまめ産地で、5～９月が収穫期です。
冷たくさっぱりとした口当たり、ほどよい塩加減が食欲をかきたてます。
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徳島大学大学院  
金井純子氏（地域防災学）

⃝紙面に関するお問い合わせ／県危機管理政策課 
　☎088-621-2280 F088-621-2987

●輪島市のLINE情報に寄せられた声
［輪島市民の声］

⃝物資や給水のような日々変化する情報がタイムリーに入ってよかった。
⃝罹災証明書の交付申請など、窓口に行く必要がなく、夜間でも申請ができてよかった。

［輪島市職員の声］ 
⃝普及率の高いＬＩＮＥアプリを活用することで、すぐに使っていただくことができた。
⃝高齢者の利用も多く、情報発信後すぐにお問い合わせをいただくケースも多い。

輪島市のLINE情報の一例

石川県輪島市に派遣され、能登半島地震により被災した
河川施設の被災調査及び災害査定など災害復旧業務を
担当しています。被災した施設の復旧工事費を国に申請
し、災害査定で工事費を決定し、施設の復旧を行うもの
です。現在は、被災調査の完了に向け、被災調査を中心に
行っています。

県土整備部道路整備課

柴
し ば た

田 淳
あ つ し

司 さん 
輪島市建設部土木課へ
令和6年4月1日～7月31日まで

輪島市役所にて農地・農業用施設の復旧に従事してい
ます。応急的な工事をし、田植えを行った場所もあります
が、地域を離れて避難している農家の方々もおり、被害状
況の調査も進んでおらず本格的な復旧工事はこれからで
す。輪島市の農業の職員数が2名と人的資源も不足して
いる状況です。少しでもお役に立てるよう、また、歴史ある
地域の復興に貢献できるよう、しっかりと復旧事業に取り
組みます。

南部総合県民局農林水産部

井
い う ち

内 和
か ず と

人 さん 
輪島市産業部農林水産課へ
令和6年4月1日～令和7年3月31日まで

徳島県では、被災した石川県を支援するため、職員を派遣しています。
被災地での支援活動に従事した皆さんの活動をご紹介します。令和6年能登半島地震  徳島県の被災地支援

石川県庁に派遣され、能登半島地震により発生した災害廃
棄物の処理に関する業務を担当しています。とりわけ全半
壊した被災家屋等の解体・撤去については、所有者からの
申請に基づき、行政が費用負担して行っているのですが、
二次災害の防止や被災者の生活再建を図るためにも迅速
な対応を求められているところです。震災からの復旧・復興
のために欠かすことができない重要な業務ですので、最後
まで責任感を持って取り組んでいきたいと思います。

県危機管理部防災対策推進課

武
た け い ち

市 瑞
み ず き

紀 さん 
石川県生活環境部資源循環推進課へ
令和6年5月1日〜8月31日まで



  

　みなさん、遊山箱をご存じでしょうか。色鮮やかなかわいい
絵が描かれた三段重ねのお重箱です。我が家にも妹と私のも
のが１つずつあり、節句に毎年飾られています。そんな遊山箱
が江戸時代から続く徳島の伝統工芸品であると小学校の授業
で知ったとき、衝撃を受けたことを今でも覚えています。
　私の遊山箱は初節句に曾祖母が与えてくれたものでした。小
さい頃遊山箱を持って出かけたことがうれしく、私たちにもそ
の楽しみを味わってほしいと同時にこのすばらしい徳島の伝統
をいつまでも忘れないでほしいという想いがあったそうです。

　近頃は遊山箱を持って
出かけることはなくなりま
したが、それでも母は昔か
ら遊山箱いっぱいに私の
大好きなものを詰めてく
れ桃の節句のお祝いをし
てくれます。
　時代が変わり生活が豊
かになっていく中でも、昔
から守られ愛されてきた
伝統はしっかり私たちの手

で受け継いでいきたいと思います。遊山箱にいっぱいの思い出
を詰め込んで、これからも大切にしていきます。

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
県義務教育課  ☎088-621-3054 F088-621-2882

ふるさと発見！ あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する「あわっ子文化大使」のリポートです。

　皆さんは、「災害時のTKB」を知っていますか？
「TKB」とは、トイレ・キッチン（食事）・ベッドの略で、地

震大国のイタリアでは「TKB48」として、災害発生から
48時間以内に避難所に設置することとしています。
　本県でも、助かった命を繋ぐため、「TKB48」を念頭
に避難所QOL向上に取り組んで参ります。
　県民の皆様も、携帯トイレや水・食糧の備蓄など、

「TKB」を意識した自助・共助の取組をお願いします。

命を守る「TKB48」
 想いがつめこまれた

「遊
ゆ

山
さ ん

箱
ば こ

」
●あわっ子文化大使リポーター　　
徳島市城西中学校 2年  坂

ばんどう

東 亜
あ み

美 さん

みんな知ってる？

徳島県では、能登半島地震の教訓を本県の防災対策へ活かすため、
市町村・民間事業者・教育機関・NPOの方々にも加わっていただき、
６つのワーキンググループを設置。先月5月13日には、
県内市町村長が県庁に集まり、ワーキンググループの状況報告など、
防災対策について話し合う会議も開催いたしました。ワーキンググループでの検証結果（一部）

能登半島地震の教訓を踏まえた
防災対策を進めていきます。

6月は「土砂災害防止月間」です。これから梅雨や台風などにより、土砂災害が発生しやすい時期を迎えます。
日頃から備え、早めの避難を心がけましょう。

①雨が降り出したら気象情報に注意!
②豪雨になる前に早めの避難行動を

①日頃から住んでいる地域の危険度を把握する
②避難の方法を決めておく
③非常持ち出し袋を用意しておく

日頃の備え！ 早めの避難！

［問］県砂防防災課　☎088-621-2629  F088-621-2866

気象情報や土砂災害警戒情報についても
県公式LINEで配信しています！

●現在の危険度を確認する
徳島県土砂災害情報システム

●危険性のある場所を確認する
徳島県水防・砂防情報マップ

●被災地の状況
⃝集積拠点での整理、
　仕分けの不慣れ
⃝民間事業者がオペレー

ションに加わり改善
　●対  策
⃝民間事業者との協定締結を拡大します。
⃝民間事業者のノウハウを取り入れて
　物資拠点の再点検を実施します。

●被災地の状況
⃝長期間の断水状況 
⃝飲用水だけでなく生活

用水の確保が困難  
　●対  策
⃝水道の耐震化に向けた支援制度の充実を国に

要望します。
⃝断水時に備えた官民（住民参加型）一体となった

訓練を実施します。
⃝防災井戸の普及を推進します。 

●被災地の状況
⃝住民による自主運営

の仕方にばらつき
⃝避難生活の長期化
　●対  策
⃝住民主体・男女共同参画の視点を取り入れた
　実践的な避難所運営訓練を実施します。
⃝緊急防災・減災事業債等を積極的に活用し、避難

所のＱＯＬの向上に向けた機能強化を図ります。

●被災地の状況
⃝通信途絶により、被災

情報の伝達が困難
⃝要救助者の救助に支

障が発生
　●対  策
⃝スターリンク（衛星インターネットサービス）等の

活用により、防災拠点の通信を多重化します。
⃝民間事業者と連携した復旧訓練を実施します。

●被災地の状況
⃝停電により、避難所等

における各種リスクが
顕在化

　●対  策
⃝電力の復旧のための資機材を確保し充実します。
⃝停電を想定した住民参加型の訓練を実施します。

●被災地の状況
⃝緊急輸送道路の被災に

より、救助・救出活動、
物資の輸送などに支障

　●対  策
⃝関係団体との協定締結を拡大します。
⃝災害時情報共有システムを活用します。
⃝啓開計画・手順書を見直し、訓練を実施します。
※緊急車両の通行のために早急に救援ルートを開けること

道路啓開 ※ 通信途絶 停  電

物　流 断  水避難所



徳島県ホームページ 徳島県チャンネル 徳島県公式 X（旧Twitter） 徳島県公式 Facebook 徳島県公式 LINE 徳島県公式 Instagram 広報紙Web版 県民目安箱 点字版広報紙や声の広報をご希望の方は、
視聴覚障がい者支援センターへ
☎088-631-1400 F088-631-1500

あわとくVOICE ●にんじんシリシリを作りました。おいしかったです。（60代）  ●これからも地元のプレゼントに期待します。（40代） ●当初予算や未来計画について、フルカラー
で分かりやすかったです。（20代）

応募はこちら

●応募締切  6月26日（水）必着
答え、住所、氏名、年齢、感想、取り上げて欲しいテーマ
などを記入の上、はがき、Eメール（宛先は表紙上部に記
載）、または県公式LINEのメニューからご応募ください。
4月号の正解は「相続登記」でした。

鳴門水域の中でも特に潮の流れ
が速いといわれている鳴門市里浦町、鳴門町沿岸で育ったわかめ
のみを契約生産者から直接仕入れ販売しております。

●プレゼント

本場鳴門生わかめ
［抽選で5名様］
［提供］八百秀商事株式会社

とくしま特選ブランド
クイズ&プレゼント

Q 防災情報だけでなく、県からのお知らせのほか、
便利なサービスを利用できる「県公式○○○○」。
○○○○に入る文字は何でしょうか。

公式ルートをプレイして応募すると抽選で旅行券や特製サ
ンドコラボグッズが当たります♪ さらに応募者にはもれな
くオリジナルスマホ壁紙をプレゼント。さあ、サンドたちと
一緒に鳥取を巡る旅に出かけよう！

ⒸPokémon. ⒸNintendo / Creatures Inc. / GAME FREAK inc. 
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

詳しくは
こちら

［問］鳥取県広報課 
☎0857-26-7755 F0857-26-8122

サンド巡ルート 検 索  

『ポケモンGO』に鳥取県公式ルートが登場！

このコーナーでは、随時他府県との記事交換を
行っています。今回は鳥取県からのお便りです。

高校生による伝統文化継承等の取組紹介 阿波おどり（ダンサー ケント・モリ氏とのコラボ
レーション）

半田そうめんの試食 県内企業のサステナブルな取組紹介

 純・徳島県産養殖サツキマス「阿波さつき」誕生！
　皆さんに親しみのある川魚「アメゴ」。まれに川から海に
降りる個体は「サツキマス」と呼ばれ、漁獲量も少なく味も
良いことから高級魚として扱われています。
　「サツキマス養殖」実現のため、上勝町と那賀町の「ア
メゴ養殖場」で採卵・育成したアメゴを、鳴門市と海陽町の

「ブリ類・マダイ養殖場」で養殖。出荷までの全工程を県内
で完結させる持続可能な「資源循環型の養殖体制」の構築

に取り組んできました。試験養殖から2年目、ブランド名を
「阿波さつき」と命名。約1万尾が水揚げされ県内外へ出荷
されました。
　引き続き、養殖事業者の皆様と連携し安定生産に向けた
技術開発に取り組むとともに、メイドイン徳島のブランド確
立に向けて参ります。

［問］県水産振興課 ☎088-621-2472 F088-621-2863

　徳島県の魅力を国内外に発信し、海外との交流拡大につなげるため、
約80カ国の駐日外交団（大使等）や県内外企業関係者など約230名の
方々にお越しいただき、上川外務大臣・後藤田徳島県知事の共催レセプ
ションを開催しました。
　参加者からは、「徳島県は素晴らしいところだと感じた、必ず訪れたい」

「徳島の素晴らしい自然、豊かな文化、そして温かいおもてなしを体験す
ることが出来た」と言った声が聞かれ、大変好評を博しました。
　引き続き、「世界に開かれた徳島」を目指して参ります。

●「すだち・ゆず・ゆこう」三大香酸かんきつ
●徳島のハラール食品
●半田そうめん
●写真家大杉隼平氏の徳島風景写真
●ペットボトルの資源循環水平リサイクル
●ゼロ・ウェイストセンター（上勝町）

●ビッグひな祭り（勝浦町）

●阿波製紙株式会社

●さとの雪食品株式会社（四国化工機グループ）

●株式会社セツロテック
●WOTA株式会社
●阿波おどり
●阿波人形浄瑠璃
●高校生による伝統文化継承等
●東京オリンピック・パラリンピック ホストタウン交流
●阿波和紙／阿波藍

●レセプションでのPR内容（一例）

［問］県国際交流室 ☎088-621-2092 F088-621-2978

プロスポーツを応援しよう

VS 阪神タイガース（ファーム）
6/16（日）14：00～ むつみスタジアム 
駐車場には限りがありますので、公共交通機関(JR・路線バス等)、
自転車、徒歩でのご来場にご協力ください。

●徳島インディゴソックス

●徳島ヴォルティス

●徳島ガンバロウズ

約80ヵ国の駐日外交団が集まる！
SDGs先進県・徳島を世界へ発信するレセプション
●開催日／令和6年3月13日（水） ●会場／外務省 飯倉公館（東京都）


